


4 階（一部 3 階）平面　1／ 200

D部

A部（3階） B部
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屋根
塩化ビニル系
シート防水 厚 2

水勾配 1.5/10

吊り環

ルーフドレン

外壁 Aℓスパンドレル 外壁 Aℓスパンドレル

縞鋼板

グレーチング
St

上部ハイサイドライト 上部ハイサイドライト

ルーバー手摺 St CT

スロープ 1/8

A部「GILL」平面　1／ 20

H 部詳細　1／ 4G 部見切平断面詳細　1／ 4E部見切平断面詳細　1／ 4

F 部外壁平断面詳細　1／ 2
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屋根 Aℓ PL-3
ふっ素樹脂焼付塗装

外壁 
Aℓ スパンドレル
ふっ素樹脂焼付塗装
パネル厚 13，働き幅 120
白（N-95）

外壁 Aℓ スパンドレル
ふっ素樹脂焼付塗装

外壁 
Aℓ スパンドレル
ふっ素樹脂焼付塗装

Aℓ
サッシュ

Aℓサッシュ

見切 Aℓ L-10×40×1.5
ふっ素樹脂焼付塗装 見切 Aℓ L-10×40×1.5

ふっ素樹脂焼付塗装

見切
 Aℓ 厚 3 曲げ加工
ふっ素樹脂焼付塗装

化粧パネル Aℓ PL-3
ふっ素樹脂焼付塗装

化粧パネル Aℓ PL-3
ふっ素樹脂焼付塗装



階段表現の現代における三つの類型　象徴性から場所性へ階段表現の現代における三つの類型　象徴性から場所性へ

階段は昇降の機能だけでなく，建物全体にかかわる階段は昇降の機能だけでなく，建物全体にかかわる
さまざまな機能や役割を担ってきた。近代以降，現さまざまな機能や役割を担ってきた。近代以降，現
代の階段は大きく三つの類型に分けることができ代の階段は大きく三つの類型に分けることができ
る。一つ目は主に積層された階を縦に貫く直通階段る。一つ目は主に積層された階を縦に貫く直通階段
であり，避難にも有効であると同時に，効率性や機であり，避難にも有効であると同時に，効率性や機
能性が求められる。二つ目は，たとえばエントラン能性が求められる。二つ目は，たとえばエントラン
スホールから上下階の主要室に移動するための連絡スホールから上下階の主要室に移動するための連絡
階段で，時にはその空間とともに建物のシンボルと階段で，時にはその空間とともに建物のシンボルと
もなる。そして三つ目は，利用者のコミュニケーショもなる。そして三つ目は，利用者のコミュニケーショ
ンやアクティビティを誘発するフロア構成をつなぐンやアクティビティを誘発するフロア構成をつなぐ

連絡階段である。前出のクローズな避難階段や，場連絡階段である。前出のクローズな避難階段や，場
合により機能性よりも象徴性が重視され，上る必要合により機能性よりも象徴性が重視され，上る必要
すらないオブジェとしての美しい階段に対して，場すらないオブジェとしての美しい階段に対して，場
と場をつなぎ，空間の関係性を強調するような，よと場をつなぎ，空間の関係性を強調するような，よ
り見やすく，より使われることが要求されるものでり見やすく，より使われることが要求されるもので
ある。特に業務をイノベーションするようなアクある。特に業務をイノベーションするようなアク
ティビティ溢れるワークプレイスや，空間が親密なティビティ溢れるワークプレイスや，空間が親密な
コミュニケーションの核となることを求められる教コミュニケーションの核となることを求められる教
育施設や公共施設に多く見られるようになってきた育施設や公共施設に多く見られるようになってきた
といえる。（美島）といえる。（美島）

5 0 D 2 1 0  5 0

階段空間の現在階段空間の現在
66つのキーワードでみるつのキーワードでみる

美島康人美島康人・・小堀哲夫小堀哲夫
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1階平面　1／ 600

カフェテリア

階段

図書コーナー

エントランス
ホール

▼

階段断面　1／ 120

アサヒグループ研究開発センター
（設計／日建設計）

構造・規模／ S造・地上2階　竣工／ 2016年1月
所在／茨城県守谷市　撮影／野田東徳

20世紀のピラミッド型（ツリー型）組織から21世紀のネットワー

ク型組織への転換に対応する空間構造として，均質な基準階をも

つワークプレイスから，ワーカーがフォーマルなレベルだけでな

く，インフォーマルな部分でもコミュニケーションを取りやすく相

互啓発できる「出会い」の場を提供するものに変わってきている。

当初は開発部門である研究所など，より創造的な部門での取組み

であったものが，知的生産性の向上を狙い，企画部門やデザイン

部門，また製造部門にまで広がりつつある。その中心となるのが

ミーティングもできるリフレッシュスペースや上下の移動に使われ

る連絡階段である。それまで避難のための階段室として閉じられ，

隅に寄せられていたものがワーカーの中心的な位置に配置される

ようになった。（美島）

均質型ワークプレイスから創発型ワークプレイスへ

5 1D 2 1 0  

出会う

見えることを意識し，
入口からの軸線上に階
段が配されている

カフェテリアと図書コーナーを
緩やかに仕切り，フローリング
の基壇とともに「出会う」「見
える」「語る」場となっている

限られた空間の中で人の動
きを誘発し，コミュニケー
ションを創出するため，双
方向性のあるＸ階段形状に

吊構造にすることで，
構造部材であると同時
に，意匠性も兼ね備え
ている

矩形のプランの中心に
配置された連絡階段

双方向性と空間の連続
性を際立たせるため，
真ん中にスクリーンを
配している



3階平面　1／ 250 B 部断面詳細　1／ 15A-A 断面　1／ 150 E-E 断面詳細　1／ 15

C 部断面詳細　1／ 8

D部断面詳細　1／ 15
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St PL-27×180

見切
St L-65×65×9 SOP

石膏ボード 
厚 15+15 EP

1

5

20

段板 
St FB-22×300 
（1段目）

段板 St FB-22×300 
（1段目）

St FB-22×180

段板 St FB-12×300 
（2～18段目）

段板 
St FB-22×300 

62.5 125 125

25

50250

ベースプレート 
St PL-25×220×440

ベースプレート 
St PL-25×220×440

4-M16 ℓ=400

2
9

0

蹴込 
St FB-22×203

段板
St FB-22×270（19段目）

段板 
St FB-12×300（2～18段）

手摺子 
St FB-9×16
@125 SOP

手摺子 
St FB-9×16
@125 SOP

笠木 
St FB-9×44
SOP

笠木 
St FB-9×44
SOP

St φ13
裏側から溶接留め

側桁 
St FB-22×65

側桁 
St FB-22×65

側桁 
St FB-22×65

無収縮モルタル 厚 20

溶接部を
示す

溶接部を
示す
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1 階エントランスホール平面　1／ 150

A-A立面　1／ 100 B-B 断面　1／ 100

C部

A A

B

B

軒高さ
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エントランスロビー 風除室
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トップライト

壁面ルーバー
杉練付
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St   -300×90×9×13

壁面ルーバー 杉練付
St 100×70 @146.15
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段板吊り材
St φ12 SOP 2本 /段

吊り材化粧支持材
St　-75×40×5×7 SOP

1,965 7,475（325×23） 2,120 140

RC手摺

段板吊り材
St φ12 SOP

手摺 タモ積層材
50×30

段板
タイルカーペット 厚 6
下地モルタル（メッシュ筋入り）
St PL-6 SOP

1 階エントランスホール平面　1／ 150

A-A立面　1／ 100 B-B 断面　1／ 100
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St   -300×90×9×13

壁面ルーバー 杉練付
St 100×70 @146.15
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段板吊り材
St φ12 SOP 2本 /段

吊り材化粧支持材
St　-75×40×5×7 SOP

1,965 7,475（325×23） 2,120 140

RC手摺

段板吊り材
St φ12 SOP

手摺 タモ積層材
50×30

段板
タイルカーペット 厚 6
下地モルタル（メッシュ筋入り）
St PL-6 SOP



C部断面詳細　1／ 30

D-D 平断面詳細　1／ 30

J- J 断面詳細　1／ 8

E-H部断面詳細　1／ 8

I部断面詳細　1／ 8

E部

F部

G部

H部
I部

D D

J

J

踏面
▽

2FL
▽

△
CL

軒高さ
▽

2FL
▽

1FL
▽

2FL
▽

軒高さ
▽

1FL
▽

基壇 FL
▽

St L-40×40×5（通し）

St L-40×40×5（通し）

段板
St PL-6 SOP

基壇踏面
磁器質タイル
下地モルタル

床
磁器質タイル
下地モルタル

基壇
磁器質タイル
下地モルタル

波型メッシュ受

St PL-6×60

段鼻
St PL-6 SOP

7
2

1
4

6
.1

5段板隙間材 杉練付
50×38 @146.15
下地 St □-16×16×1.6

踏板小口
桜練付 100×74 接着留

ノンスリップ（ゴム入り）幅 40

ビス留
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35

18 1820

505012

踏面＝325

100

120

100

100

1002,095

3

15

20

2,295

300 2,340

8016
4 100

110

縦受材
St FB-6×32 SOP
＠847.5

踏面
タイルカーペット 厚 6
下地モルタル（メッシュ筋入り）

踏面
タイルカーペット 厚 6
下地モルタル（メッシュ筋入り）

踏面
タイルカーペット
下地モルタル
（メッシュ筋入り）

手摺用穴あけ @300

ボンデ PL-2.3
L-20×10（通し） SOP
M4皿頭木ネジ @300

手摺 タモ積層材
50×30

段板木口
練付合板（桜） 厚 16

集成材受
St FB-6×50
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木ルーバー 取付下地材
30×15 @146.15

珪酸カルシウム板 厚 9
EP（黒色）

石膏ボード 厚 12.5壁面ルーバー
杉練付 100×70 @146.15

St FB-6×75

段板補強材
St FB-6×38 @471

St FB-6×44

リブ
St PL-6

側桁
St   -300×90×9×13St L-40×40×5（通し）

段板吊り材
φ12 SOP

化粧支持材吊り材
St L-65×65×6
@650

段板吊り材
St φ12 SOP

段板吊り材
St φ12 SOP

梁型
石膏ボード EP

座金
St φ12×25
SOP

段板吊り材
St φ12 SOP

穴 φ14

穴あけ φ27

St PL-6×60 段板
St PL-6 SOP

振止金物
St PL-12
化粧材
St PL-2.3 湾曲加工 SOP

ブラケット
St 厚 6 曲げ加工 SOP

ブラケット
St 厚 6 曲げ加工 SOP
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St FB-9×125
SOP

St FB-9 SOP
錆止め

強化合わせガラス
厚 10+10

1
3

5
1

5

1

2

柱
St φ261.3 FP

段板吊り材
St φ12 SOP
2本／段

段板木口
練付合板（桜） 厚 16

段板木口
練付合板（桜） 厚 16

可動防煙スクリーン
H=500

段板補強材
St FB-6×38 ＠471

縦受材
St FB-6×32
＠847.5 SOP

天井木ルーバー
不燃木 30×60 ＠97.5

床
タイルカーペット
OAフロア

ノンスリップ

踏面
タイルカーペット

段板
St PL-6 SOP

側桁
St   -300×90
×9×13

側桁支持材
St □-100×100×10
@1,950

強化合わせガラス 厚 10＋10

吊り材振止金物
St PL-12+PL-2.3 加工 SOP

段板木口
桜練付 100×74

珪酸カルシウム板 厚 9
EP（黒色）
石膏ボード  厚 12.5

化粧支持材吊り材
St L-65×65×6
@650

吊り材化粧支持材
St   -75×40×5×7 SOP

段板吊り材
St φ12 SOP 2本／段

手摺
タモ積層材 50×30

笠木
SUS FB-3×22 HL

壁面ルーバー 杉練付
100×70 @146.15

段板隙間材 杉練付
50×38 @146.15
下地 □-16×16×1.6
縦受材 St FB-6×32 @847.5 SOP

6501,950

ロビー

エントランスロビー
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吊り材化粧支持材
St   -75×40×5×7 SOP


